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五
月
山
動
物
園
に
初
め
て
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
が
や
っ

て
来
た
の
は
平
成
２
年
５
月
。
姉
妹
都
市
提
携
25
周

年
を
記
念
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ス
マ
ニ
ア

州
ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
市
か
ら
親
善
大
使
と
し
て
「
ワ

イ
ン
」「
ワ
ン
ダ
ー
」「
テ
ィ
ア
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ず
ん
ぐ
り
と
し
た
か
わ
い
ら
し
い
姿
で
、
一
躍
動
物

園
の
ス
タ
ー
に
。

飼
育
下
で
の
繁
殖
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
さ
れ

る
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
。
日
本
初
の
繁
殖
は
、
こ
こ
、
池

田
で
成
功
し
ま
し
た
。
同
４

年
、
ワ
イ
ン
と
ワ
ン
ダ
ー
の

間
に
「
さ
つ
き
」、
さ
ら
に

翌
５
年
に
は
「
さ
く
ら
」
が

誕
生
。
日
本
初
の
繁
殖
が
高

く
評
価
さ
れ
同
年
、
譖
日
本

動
物
園
水
族
館
協
会
の
「
繁

殖
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

子
宝
に
恵
ま
れ
、
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
ウ

ォ
ン
バ
ッ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
す
が
、
や
が
て
、
悲
し

み
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
テ
ィ
ア
が
多
臓
器
不
全
で
亡

く
な
っ
た
た
め
で
す
。
15
年
12
月
21
日
、
14
歳
で
し

た
。
さ
ら
に
、
17
年
８
月
18
日
に
は
、
さ
く
ら
も
死
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☆
や
っ
て
来
た
親
善
大
使

奇
跡
？
の
子
・
さ
つ
き
誕
生

☆
テ
ィ
ア
よ
、
さ
く
ら
よ

あ
り
が
と
う

蘆「国際花と緑の博覧
会」が大阪で開催

蘆第2土曜日が休日となる、
学校週5日制が始まる

蘆冷夏による米不足で、
平成の米騒動に

国内で唯一、ウォンバットの繁殖に成功している日
本一小さな動物園、五月山動物園。この軼小さくとも
世界に誇れる動物園軻の人気者・ウォンバットファミ
リーに11月、新メンバーとして3歳のペアがオースト
ラリアからやって来ました。
問い合わせは公園課（蕁754・6275）

ワ
イ
ン
、
ワ
ン
ダ
ー
、
テ

ィ
ア
登
場

祝
、
日
本
初
。
さ
つ
き
が

誕
生

蜻蜻蜻 1993 蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻 1992 蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻 1990 蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻

ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
　
ア
ル
バ
ム

〜
時
代
と
と
も
に
〜
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WOMBAT

ＩＫＥ

亡
、
11
歳
で
し
た
。
ワ
イ
ン
と
ワ
ン
ダ
ー
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
一
緒
に
や
っ
て
き
た
仲
間
、
そ
し

て
愛
娘
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
、
ワ
ン
ダ
ー
、
さ
つ
き
も
高
齢
と
な
り
、

新
し
い
仲
間
が
待
ち
望
ま
れ
る
中
、
本
市
は
ロ
ー
ン

セ
ス
ト
ン
市
に
ニ
ュ
ー
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
の
来
池
を
依

頼
。
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
野
性
動
植
物
の
国
際
的
取

り
引
き
を
規
制
す
る
「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
」
に
定
め

ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内

の
野
生
動
物
保
護
法
で
輸
出
が
制
限
さ
れ
て
い
る
ウ

ォ
ン
バ
ッ
ト
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の
来
池
に
至
る

ま
で
、
５
年
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。

11
月
１
日
の
夜
、

池
田
に
や
っ
て
来

た
ニ
ュ
ー
ウ
ォ
ン

バ
ッ
ト
。
２
日
の

お
披
露
目
式
に
は

さ
く
ら
幼
稚
園
や

五
月
丘
保
育
所
、
五
月
山
教
会
幼
稚
園
の
園
児
約
１

４
０
人
も
駆
け
付
け
、
み
ん
な
で
動
物
園
の
新
し
い

仲
間
を
歓
迎
。
新
メ
ン
バ
ー
の
登
場
を
待
ち
わ
び
て

か
、
ワ
イ
ン
や
ワ
ン
ダ
ー
、
さ
つ
き
も
、
こ
の
日
は

朝
か
ら
ど
こ
か
そ
わ
そ
わ
し
て
い
ま
し
た
。

３
歳
と
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
は
、
国
内
３
例
目
の
繁

殖
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
池
田
の

人
気
者
・
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
物
語
は
今
、

新
た
な
展
開
を
迎
え
て
い
ま
す
。
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☆
足
掛
け
5
年

み
ん
な
君
た
ち
を
待
っ
て
い
た

☆
よ
う
こ
そ
池
田
へ

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

隣の様子が気になる
さつきちゃん

蘆長野オリンピックが開催蘆日本郵政公社が発足蘆「愛・地球博」が開催

次
女
・
さ
く
ら
も
生
ま
れ

ま
し
た

さ
つ
き
・
さ
く
ら
の
お
婿

さ
ん
候
補
に
熊
本
か
ら
ワ

ジ
ー
見
参

テ
ィ
ア
と
の
別
れ
に
、
多

く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た

さ
よ
う
な
ら
、
さ
く
ら
…

蜻蜻蜻蜻蜻蜻 2005 蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻 2003 蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻 1998 蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻蜻

オーストラリアからやって来た、ニュ
ーウォンバットの名前を募集します。採
用された方には１万円分、佳作（10人）
には1,000円分の図書券を。また、応募者
の中から抽選で30人にウォンバットのぬ
いぐるみ（4面参照）をプレゼントします。
申し込み＝12月14日貊までに住所、氏

名、年齢、職業、電話番号と「ウォンバ
ットの名前（男の子・女の子それぞれ）」
を書いてはがき、ファクス、メールで公
園課（〒563―8666＝住所不要＝、蕭
752・4949、 koen@city.ikeda.osaka.jp）
※ウォンバットの名前、図書券・ぬいぐ
るみの当選者などは本誌２月号で発表。

　採用者には
図書券１万円分

メール

性別 女の子
身長 70襤くらい
体重 13襭くらい
性格 かなりシャイ

性別 男の子
身長 70襤くらい
体重 16襭くらい
性格 やんちゃ
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11
月
２
日
の
ウ
ォ

ン
バ
ッ
ト
お
披
露
目

に
合
わ
せ
、
絵
本

「
さ
つ
き
や
ま
ウ
ォ
ン

バ
ッ
ト
物
語
」
と
ウ

ォ
ン
バ
ッ
ト
の
ぬ
い

ぐ
る
み
を
発
売
。
五

月
山
公
園
売
店
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す

の
で
、
動
物
園
の
帰

り
、
お
土
産
な
ど
に

い
か
が
で
す
か
。

問
い
合
わ
せ
は
緑

の
セ
ン
タ
ー
（
蕁
７

５
２
・
７
０
８
２
）

「
さ
つ
き
や
ま
ウ

ォ
ン
バ
ッ
ト
物
語
」

は
、
平
成
２
年
に
ワ

イ
ン
と
ワ
ン
ダ
ー
、

テ
ィ
ア
が
、
ど
の
よ

う
に
し
て
五
月
山
動

物
園
に
や
っ
て
来
た

の
か
を
描
い
た
絵
本
。

倉
田
市
長
が
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
加
え
て
話

し
た
原
案
を
も
と
に
、

著
者
・
川
田
敦
子
さ

ん
が
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

愛
ら
し
い
瞳
と
優
し
い
肌
触
り
で
、
本
物
に
劣
ら

ず
か
わ
い
ら
し
い
ぬ
い
ぐ
る
み
は
、
Ｓ
サ
イ
ズ
と
Ｍ

サ
イ
ズ
の
２
種
類
。
お
な

か
の
部
分
を
押
す
と
、

「
プ
ピ
ッ
」
と
鳴
く
（
本

物
の
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
の
鳴

き
声
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

と
こ
ろ
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

★
さ
つ
き
や
ま
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
物
語
（
税
込
み
７
５
０

円
）

五
月
山
公
園
売
店
、
五
月
山
体
育
館
、
池
田

城
跡
公
園
、
緑
の
セ
ン
タ
ー
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
市
内
の
書
店

★
ぬ
い
ぐ
る
み
（
Ｓ
…
７
５
０
円
、
Ｍ
…
１
２
０
０
円
。

い
ず
れ
も
税
込
み
）

五
月
山
公
園
売
店

ウォンバット新メンバー加入

「「「「ささささつつつつききききややややまままま
ウウウウォォォォンンンンババババッッッットトトト物物物物語語語語」」」」＆＆＆＆
ぬぬぬぬいいいいぐぐぐぐるるるるみみみみ　　　　

蟷
さ
つ
き
や
ま
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
物
語

蟷
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
の
ぬ
い
ぐ
る
み

蟷
ど
こ
で
手
に
入
る
？

著者・川田敦子さんに聞く

ウウウウォォォォンンンンババババッッッットトトト物物物物語語語語のののの裏裏裏裏側側側側
絵本の著者である、CGクリエイタ－・川

田敦子さんに、物語完成にまつわるお話を伺
いました。
―物語を作るきっかけは？
最初に「こういう絵本を作りたい」という話

が私のところに届いたのは2、3年前。倉田市
長のアイデアがとても新鮮で面白く、すぐに
「やってみたい」と思いました。事実がベース
となる物語なので、ストーリーの世界観を裏付
けるための取材活動に大半を費やしました。
―苦労した点は？
私は出身が神戸市のため、池田に関する知識

がほとんどなく、五月山動物園やローンセスト
ン市のこと、また、「ウォンバットを池田に」
と頑張ったウォンバットの会のことなど、読み
手をがっかりさせない素材集めが大変でした。
―商店街で潜入取材を行ったとか？
喫茶店などに客として入り、お店の方に当時

の池田をそれとなく聞いたりしました。商店が
軒を連ねる長田区で育った私にとって、商店街
に対する思いは特別なものがあります。ウォン
バットの受け入れで、まちを活性化しようとし
た皆さんの思いに心打たれ、がぜん創作に熱が

入りました。
―どのような方にお薦
めですか？
ウォンバットを軸に、

いろんなストーリーが展
開される物語です。「人
と人とのつながり」も重
要なテーマの一つだと思
うので、ぜひ子どもたち
に読んでもらいたいです。

作品を通して池田が大好きになったという
川田さん。皆さん、絵本「さつきやまウォン
バット物語」をよろしくお願いします。

抽選で

50人
に

「五月山ウォンバットの会」が、絵本
を50人にプレゼントします。
申し込み＝12月14日貊までに住所、氏

名、年齢、職業（学生は学校名・学年も）、
電話番号と「ウォンバット絵本希望」と
書いて、はがき、ファクス、メールで広報広聴
課（〒563―8666＝住所不要＝、蕁754・6202、
蕭753・2757、 koho@city.ikeda.osaka.jp）
※当選者は市ホームページなどで発表の上、絵
本を郵送します。

メール

プピッ！

発 邇売


